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■ 耳鼻咽喉科乳幼児処置加算の自動算定について ※耳鼻咽喉科の医療機関様のみ 

 

令和４年４月７日以降のマスタ更新により、耳鼻咽喉科乳幼児処置加算が 

耳鼻咽喉科を標榜する診療科のみの算定に変わります。 

該当の医療機関様につきましては、以下の手順で設定を行って下さい。 

 

尚、設定前に登録された処置に関して、加算は自動算定されませんので、Ｐ３の＜ 対象患者様の抽

出手順 ＞を参照の上、修正を行って頂きますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

＜ 耳鼻咽喉科乳幼児処置加算の自動算定の設定手順 ＞ 

１． 業務メニュー画面より ９１ マスタ登録 を選択し、 １０１ システム管理マスタ を押します。 

２． 管理コードに「 １００５ 」と入力し Ｅｎｔｅｒ を２回押し、診療科目コードに「 耳鼻咽喉科 」と 

表示されましたら、 確定（Ｆ１２） を押します。 

 ※診療科目コードが他の診療科で表示される場合は、プルダウンメニューより「 耳鼻咽喉科 」を 

選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「 耳鼻咽喉科乳幼児処置加算算定 」の項目にチェックを入れ、 登録（Ｆ１２） を押します。 
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＜ 入力方法 ＞ 

 以下の処置行為を算定した場合、「 耳鼻咽喉科乳幼児処置加算 」が自動で算定されます。 

Ｊ ０９５ 耳処置 

Ｊ ０９５-２ 鼓室処置 

Ｊ ０９６ 耳管処置 

Ｊ ０９７ 鼻処置 

Ｊ ０９７-２ 副鼻腔自然口開大処置 

Ｊ ０９８ 口腔、咽頭処置 

Ｊ ０９８-２ 扁桃処置 

Ｊ ０９９ 間接咽頭鏡下咽頭処置 

Ｊ １００ 副鼻腔手術後の処置（片側） 

Ｊ １０１ 鼓室穿刺（片側） 

Ｊ １０２ 上顎洞穿刺 

Ｊ １０３ 扁桃周囲膿瘍穿刺 

Ｊ １０４ 唾液腺管洗浄（片側） 

Ｊ １０５ 唾液腺洗浄又は吸引（注入を含む。）（片側） 

Ｊ １０８ 鼻出血止血法（ガーゼタンポン又はバルーンによるもの） 

Ｊ １０９ 鼻咽喉止血法（ベロック止血法） 

Ｊ １１１ 耳管ブジー法（通気法又は鼓膜マッサージの併施を含む。）（片側） 

Ｊ １１２ 唾液腺管ブジー法（片側） 

Ｊ １１３ 耳垢栓塞除去（複雑なもの） 

Ｊ １１４ ネブライザー 

Ｊ １１５ 超音波ネブライザー 

Ｊ １１５-２ 排痰誘発法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 補足 ＞ 

１度登録した診療内容を訂正で開き、耳鼻咽喉科から他の診療科へ変更する場合、 

または他の診療科から耳鼻咽喉科へ変更する場合は、当該加算の切り替えがされませんので、 

手修正をお願い致します。 
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＜ 対象患者様を抽出する手順 ＞ 

耳鼻咽喉科乳幼児処置加算の入力漏れの可能性がある患者様を抽出する手順です。 

 

１． 業務メニューより １３ 照会 を選択し、年齢に「 ０ 」～「 ５ 」と入力します。  

その後、診療年月日に「 Ｒ４．４．７ 」～「 Ｒ４．４．３０ 」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．  病名 診療行為 タブを開きます。診療コード欄の１行目に「 -140061990 」と入力します。 

※診療行為コードの先頭に「-」を付けることで該当マスタを算定していない患者様を抽出します。 

３． 診療コード欄の２行目以降に、医療機関様で算定されている耳鼻咽喉科乳幼児処置加算が算定

できる処置行為の入力コードを入力します。 

※対象の処置行為は P２の一覧表をご参照下さい。 

 

例）耳処置もしくは鼻処置を算定している患者様で、当該加算の算定がない患者様を抽出する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．  検索（Ｆ１２） を押します。 
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５． 該当患者様の一覧が表示されますので、一人ずつ選択して 診療行為（Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ５） を押しま

す。 

６． 該当の処置を行った診療日を訂正で開き、対象の処置の直下に「耳鼻咽喉科乳幼児処置加算」

を手入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                


